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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
【概要】
環境水の安全性を保持するために，生体の毒物に対する応答を利用して毒性を包括的に評価する
手法(バイオアッセイ)が重要性を増してきている．水環境中には多種多様な化学物質が存在するた
め，生体内で複合的に毒性を発現する可能性がある．このため，様々な汚染物質のリスクを評価する
には，感受性の異なる複数のバイオアッセイを利用する必要がある．我々はこれまでに，藻類の光合
成による酸素発生量を簡便にモニタリングする手法を開発し，迅速に毒性物質が検出可能であること
を示した．
単細胞鞭毛藻類であるクラミドモナスは，光合成以外に，鞭毛運動，反重力走性といった様々な生
理機能を有する． これらの生理機能は有機化合物や微量金属などによって阻害 されることが知られ
ている．そこで本年度の研究は，クラミドモナスの鞭毛運動による電極表面の対流の変化をモニタリン
グし，短時間で毒性評価 が可能な新規センシングデバイスの作製を行った．
【結果】
生理活性の高いクラミドモナスは重力に逆らって遊泳する性質を持つ．この性質によって対数増殖
期の藻類細胞は液面付近に集まる．これにtolueneを添加すると，反重力走性が照害されることによっ
て藻類細胞は液面下に沈んで遊泳するようになる．この変化をマーカー分子を用いて電流変化として
検出することに成功した(図1)．10-100μmol dm-3のtolueneを添加すると，酸化電流が増加することが
分かった．これは，電極表面近傍に対流が生じ酸化電流が増加するものと考えられる．この反重力走
性を利用することで，従来の遊泳阻害 を試験するバイオアッセイよりも低濃度(10μmol dm-3)のトルエ
ンを検出するデバイスを作成することができた．
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